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１
９
６
２
年
に
自
治
労
北
海
道
本
部

が
結
成
さ
れ
た
が
、当
時
は
、全
市
連
、

町
村
連
、
全
道
庁
と
い
う
組
織
が
運
動

を
進
め
て
お
り
、
統
一
的
組
織
と
は
な

っ
て
い
な
か
っ
た
。
１
９
６
６
年
、
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
が
解
散
し
、
各
単
組
が

道
本
部
に
直
結
し
、
地
区
本
部
組
織
が

整
備
さ
れ
、
単
組
間
の
横
の
連
携
と
統

一
行
動
の
指
導
体
制
が
取
ら
れ
て
い
っ

た
の
が
、
今
か
ら
50
年
前
に
な
る
。
９

月
の
道
本
部
定
期
大
会
で
組
織
強
化
方

針
が
提
起
さ
れ
る
が
、
地
域
に
お
け
る

自
治
労
の
役
割
と
組
織
の
強
化
に
む
け

た
議
論
を
全
体
で
深
め
て
い
こ
う
。

平和な世界・日本を求め参加する市民＝８月19日、札幌市・大通公園

▲全国から3700人が参加し活発な議論が行われた＝８月25日、長崎市

▼

発言する和田副委員長

　

第
89
回
自
治
労
定
期
大
会

（
長
崎
大
会
）
に
お
い
て
、

自
治
労
本
部
の
青
年
部
長
に

就
任
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
自

治
労
運
動
を
担
う
の
は
青
年

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持

ち
、
今
後
は
東
京
を
拠
点
に

全
国
を
飛
び
回
る
こ
と
に
な

る
。
全
国
の
仲
間
と
『
学
習

■
佐
藤
良
太
さ
ん

（
全
道
庁
労
連
）

自
治
体
に
強
力
な
指
導
を
行

え
ば
、
労
使
交
渉
自
体
が
形

骸
化
す
る
。
労
働
組
合
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
る
」
と
し

総
務
省
か
ら
の
圧
力
を
抑
え

る
対
策
を
要
請
し
た
。
ま
た
、

配
偶
者
に
か
か
る
扶
養
手
当

の
減
額
に
つ
い
て
「
扶
養
手

　

報
告
に
対
す
る
質
疑
で

は
、
本
部
青
年
部
を
代
表
し

て
北
海
道
か
ら
斉
藤
・
青
年

部
長
が
発
言
し
「
中
央
交
流

集
会
運
動
は
、
組
織
強
化
の

足
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
が

課
題
も
あ
る
。
仲
間
と
の
実

態
討
論
か
ら
組
織
強
化
に
つ

な
げ
て
い
く
」
と
決
意
を
述

８
月
25
～
26
日
、
自
治
労
第
89
回
定
期
大
会
が
長
崎
県
・
長
崎
市
「
県
立
総
合
体
育

館
」
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
約
３
７
０
０
人
（
女
性
代
議
員
数
２
１
９
人
27
・
９
％
、

北
海
道
か
ら
51
人
、
内
女
性
21
人
）
が
参
加
し
た
。
今
定
期
大
会
は
、
昨
年
の
石
川
大

会
で
決
定
し
た
運
動
方
針
の
中
間
的
総
括
を
踏
ま
え
、「
当
面
の
闘
争
方
針
」
な
ど
が
提

案
さ
れ
た
。
議
論
は
、
２
０
１
６
人
事
院
勧
告
に
お
け
る
「
配
偶
者
扶
養
手
当
削
減
」

「
地
域
間
、
国
・
地
公
に
お
け
る
格
差
」
へ
の
対
応
や
担
い
手
づ
く
り
、
政
治
闘
争
な

ど
活
発
な
討
論
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。

　

川
本
中
央
執
行
委
員
長

は
、
熊
本
地
震
に
対
す
る
支

援
、
参
院
選
の
取
り
組
み
に

感
謝
を
述
べ
た
う
え
で
、
人

事
院
勧
告
に
つ
い
て
「
本
府

省
業
務
調
整
手
当
の
引
き
上

げ
は
、
霞
が
関
と
地
公
の
給

与
格
差
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ

る
。
ま
た
、
財
源
問
題
も
あ

り
、
引
き
上
げ
勧
告
の
値
切

り
な
ど
警
戒
し
取
り
組
み
を

進
め
る
」
と
決
意
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
安
倍
政
権
が
進

め
る
経
済
政
策
に
つ
い
て
強

く
批
判
し
た
。
ま
た
、
組
織

強
化･

拡
大
に
つ
い
て
、「
新

規
採
用
者
対
策
、
臨
時
非
常

勤
等
の
組
織
化
、
女
性
の
参

画
な
ど
重
層
的
に
運
動
を
展

開
し
、
組
合
員
、
現
場
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
組
合
づ
く

り
に
努
力
す
る
こ
と
が
、
次

な
る
自
治
労
運
動
の
力
に
つ

な
が
る
」
と
強
調
し
た
。

当
は
生
活
給
で
あ
り
、
労
使

に
よ
る
協
議
が
で
き
る
よ
う

総
務
省
対
策
を
要
請
す
る
」

と
意
見
反
映
を
行
っ
た
。

　

役
員
選
挙
で
は
、
北
海
道

か
ら
、
中
央
本
部
青
年
部
長

に
佐
藤
良
太
さ
ん
（
全
道
庁

労
連
）
を
選
出
し
た
。

か
け
た
。

　

呼
び
か
け
人
で
あ
る
清
末

愛
砂
・
室
蘭
工
業
大
学
大
学

院
准
教
授
は
、「
参
議
院
選
挙

以
降
、
憲
法
改
悪
を
め
ざ
す

勢
力
は
、
ま
す
ま
す
勢
い
づ

い
て
い
る
。
国
民
が
自
ら
の

権
利
を
行
使
し
て
抗
議
し
よ

う
も
の
な
ら
、
国
家
権
力
は

機
動
隊
や
自
衛
隊
を
動
員
し

て
徹
底
的
に
鎮
圧
す
る
可
能

性
が
見
え
る
形
で
起
き
て
い

る
。
緊
急
事
態
条
項
が
導
入

さ
れ
れ
ば
、
そ
の
対
象
は
、

差
別
的
国
家
の
な
か
で
最
も

虐
げ
ら
れ
、
排
除
さ
れ
て
き

た
者
た
ち
で
あ
る
。
私
た
ち

が
、
憲
法
改
悪
阻
止
を
真
に

め
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
と
平
和
主
義

原
則
の
平
等
適
用
を
め
ざ
す

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。

　

８
月
19
日
、
札
幌
市
内
で

戦
争
を
さ
せ
な
い
総
が
か
り

行
動
が
開
か
れ
、
市
民
ら
４

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

佐
藤
環
樹
・
北
海
道
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長

は
「
安
倍
首
相
は
、『
北
朝
鮮

に
対
す
る
抑
止
力
が
弱
体
化

す
る
』
と
し
て
、
核
兵
器
の

先
制
不
使
用
に
反
対
し
た
。

先
制
不
使
用
に
反
対
す
る
と

い
う
意
味
は
、『
先
制
攻
撃
が

必
要
』
と
い
う
こ
と
だ
。
極

め
て
過
激
な
思
想
の
持
ち
主

で
あ
る
安
倍
首
相
を
、
一
刻

も
早
く
退
陣
さ
せ
る
た
め
、

こ
の
行
動
を
さ
ら
に
発
展
、

継
続
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び

べ
た
。

　

方
針
討
論
で
は
、
和
田
・

副
委
員
長
が
発
言
し
、「
憲
法

改
悪
を
阻
止
す
る
た
め
に

は
、
よ
り
広
範
な
市
民
と
政

治
勢
力
を
結
集
し
、
民
進
党

を
中
心
と
し
た
『
中
道
』『
リ

ベ
ラ
ル
』
勢
力
の
結
集
が
必

要
だ
。
ま
た
、
大
衆
的
な
運

動
か
ら
国
民
世
論
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
う
え
で
、
メ
デ

ィ
ア
対
応
は
欠
か
せ
な
い
」

と
し
対
策
を
求
め
た
。
２
０

１
６
賃
金
確
定
期
の
た
た
か

い
に
つ
い
て
は
「
総
務
省
が

と
討
論
』
を
積
み
重
ね
青
年

が
ど
の
よ
う
な
職
場
環
境

で
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
働
い

て
い
る
か
を
把
握
し
、
仲
間

と
討
論
し
て
い
き
た
い
。
そ

れ
が
基
本
的
な
運
動
で
あ

り
、
と
て
も
重
要
な
運
動
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
員
削
減
に

よ
り
、
仲
間
同
士
で
話
す
機

会
が
失
わ
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
青
年
部
で
仲
間
同

士
が
話
す
機
会
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
立
場
は

変
わ
っ
て
も
、
青
年
部
に
必

要
な
運
動
は
変
わ
ら
な
い
。

全
国
で
も
、
北
海
道
で
も
、

同
じ
目
標
に
む
か
っ
て
、
と

も
に
が
ん
ば
ろ
う
。そ
し
て
、

成
果
と
課
題
を
共
有
し
、
自

治
労
青
年
部
の
組
織
強
化
を

勝
ち
取
り
自
治
労
運
動
を
担

っ
て
い
こ
う
。

次
な
る
自
治
労
運
動
の
力
に

重
層
的
に
運
動
を
展
開

核
兵
器
の「
先
制
不
使
用
に
反
対
」

過
激
な
思
想
の
安
倍
首
相 自

治
労
運
動
を
担
う
の
は
青
年

新
本
部
青
年
部
長
・
佐
藤
良
太
さ
ん
の
決
意

８・19
総がかり行動

第89回
定期大会

全日本自治団体労働組合
北海道本部
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こ
の
欄
の
原

稿
執
筆
を
依
頼

さ
れ
た
８
月
26

日
は
、
帯
広
出

張
か
ら
戻
っ
て

き
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
。

　

こ
の
週
は
二

つ
の
台
風
が
北
海
道
を
相
次

い
で
直
撃
し
、
特
に
道
東
で

Ｊ
Ｒ
等
の
交
通
網
は
ズ
タ
ズ

タ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

今
回
の
出
張
も
、
前
日
に

石
勝
線
ト
マ
ム
駅
付
近
で
盛

り
土
の
崩
落
事
故
が
あ
り
、

札
幌
―
帯
広
間
の
特
急
は
ほ

と
ん
ど
が
運
休
に
な
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
運
良
く
わ
ず
か

な
運
行
便
に
座
席
を
得
て
の

綱
渡
り
帰
還
で
あ
っ
た
。

　

仕
事
上
、
調
査
等
で
道
内

の
市
町
村
を
訪
問
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
台
風
が
来
る
か

ど
う
か
は
別
と
し
て
、
出
張

に
行
く
た
び
に
交
通
手
段
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

気
が
す
る
。

　

特
に
帰
り
は
不
便
で
、
駅

な
ど
で
数
時
間
を
潰
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
ざ
ら

に
あ
る
。

　

北
海
道
新
幹
線
開
通
の

華
々
し
い
ニ
ュ
ー
ス
の
影

で
、
生
活
者
の
視
点
に
立
っ

た
交
通
網
の
維
持
が
ど
こ
ま

で
貫
徹
さ
れ
て
い
る
の
か
、

道
内
各
地
の
実
態
把
握
を
急

ぐ
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。（
北
海
道
地
方
自
治
研
究

所
・
正
木
浩
司
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

今年で38回目となる「しほろまつり仮装盆おどり大会」。青年部の貴重な交
流の場になっている=８月20日

【
十
勝
地
方
本
部
発
】

　

士
幌
町
職
青
年
部
で
は
、

町
内
で
行
わ
れ
る
「
し
ほ
ろ

７
０
０
人
の
ま
つ
り
仮
装
盆

お
ど
り
大
会
」
に
毎
年
出
場

し
て
い
る
。

　

今
年
は
「
新
撰
組
」
を
テ

ー
マ
に
７
月
下
旬
か
ら
準
備

作
業
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
組

合
活
動
に
あ
ま
り
積
極
的
で

は
な
か
っ
た
部
員
も
参
加
す

る
な
ど
、
貴
重
な
仲
間
づ
く

り
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

青
年
部
は
、
同
ま
つ
り
で

行
わ
れ
る
「
花
み
こ
し
」
の

担
ぎ
手
や
、
焼
き
鳥
の
販
売
、

射
的
ゲ
ー
ム
の
従
事
者
と
し

て
ま
つ
り
に
参
加
す
る
ほ

か
、
異
業
種
交
流
と
し
て
農

業
青
年
組
織
や
Ｊ
Ａ
の
青
年

職
員
な
ど
の
町
内
青
年
組
織

と
の
交
流
会
な
ど
、
職
域
を

越
え
た
地
域
の
交
流
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。

　

過
去
に
優
勝
し
た
こ
と
も

あ
る
仮
装
大
会
で
す
が
、
順

位
に
は
あ
え
て
触
れ
ま
せ

ん
。
何
故
な
ら
参
加
す
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
か
ら
で
す

…
。

（
士
幌
町
職
青
年
部
書
記

長
・
小
松
明
広
）

「
盆
お
ど
り
大
会
」で
地
域
と
交
流

　

足
寄
町
職
労
・
田
中
さ
ん

か
ら
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し

た
。
長
崎
大
会
後
に
柳
川
に

寄
る
と
の
こ
と
。
美
味
し
い

店
を
紹
介
し
て
欲
し
い
と

も
。
嬉
し
い
限
り
で
す
。
や

っ
と
返
事
を
送
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
田
中
さ

ん
か
ら
の
メ
ー
ル
。
な
ん
と

台
風
で
町
に
相
当
の
被
害
が

出
て
、
そ
の
復
旧
対
策
で
大

会
に
行
け
な
く
な
っ
た
と
い

う
の
で
す
。
残
念
そ
う
で
し

た
。
し
か
し
自
治
体
職
員
の

宿
命
で
す
。
本
当
に
大
変
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

め
っ
た
に
な
い
北
海
道
で

の
台
風
災
害
を
目
の
あ
た
り

に
し
、
あ
ら
た
め
て
日
本
は

災
害
王
国
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
大
事
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

（
８
月
23
日
、
東
京
に
て
）

公共サービスを大事に

㊳
えさきさんの
� 国会だより

選
挙
後
も
精
力
的
に
活
動
を
続
け

る
、
え
さ
き
参
議
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３日㈯　全道バレー大会（～４日　帯広市）
９日㈮　全道自治研集会（～10日　室蘭市）
10日㈯　�第31回道本部青年部総会（～11日　

札幌市）
11日㈰　全国野球大会（～ 13日　大阪市）
12日㈪　�北海道人事委員会交渉（札幌市）
17日㈯　�第31回道本部女性部総会（～18日　

札幌市）

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

　

道
本
部
は
、「
第
49
回
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
・
２
０
１
６
年

度
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

【
最
優
秀
賞
作
品
】
は
２
万

円
分
の
商
品
券
、【
優
秀
賞
】

は
５
千
円
分
の
商
品
券
、【
癒

し
賞
】
は
３
千
円
分
の
商
品

券
、「
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
【
最
優
秀
作
品
】
に
は
３

万
円
分
の
商
品
券
、【
優
秀

賞
】
は
２
万
円
分
の
商
品
券

（
自
主
福
祉
の
部
は
１
万
円

縛
り
、
権
力
者
が
守
る
も
の

だ
が
、
総
理
大
臣
が
守
ら
な

い
の
は
論
外
。
憲
法
は
国
民

支
配
の
道
具
で
は
な
い
」
と

批
判
し
「
自
民
党
憲
法
草
案

が
い
か
に
危
険
で
ど
ん
な
問

題
点
が
あ
る
か
を
学
習
し
、

拡
げ
て
ほ
し
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

的
人
権
の
尊
重
は
憲
法
の
す

べ
て
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

民
主
主
義
の
基
本
は
多
数
決

だ
が
、
多
数
決
で
で
き
た
法

律
で
も
人
権
、
平
和
を
侵
害

し
て
は
い
け
な
い
と
チ
ェ
ッ

ク
す
る
も
の
が
憲
法
だ
」
と

述
べ
た
。

　

最
後
に
「
憲
法
は
権
力
を

で
、
憲
法
改
正
に
賛
成
と
い

う
人
の
７
割
が
憲
法
を
読
ん

だ
こ
と
が
な
い
、
目
を
通
し

た
こ
と
が
あ
る
人
の
８
割
が

反
対
と
の
結
果
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。
ま
た
「
い
ま
生
活

を
し
て
い
て
、
憲
法
を
変
え

た
い
と
感
じ
た
人
は
い
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
憲
法
は

生
活
に
定
着
し
て
い
る
。
戦

後
71
年
間
、
憲
法
の
も
と
で

海
外
の
国
際
紛
争
や
戦
争
し

な
い
こ
と
を
守
っ
て
き
た
。

憲
法
９
条
の
役
割
は
大
き

い
」
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
憲
法
が
で
き
た

経
緯
を
説
明
し
な
が
ら
「
自

民
党
憲
法
草
案
」
を
解
説
し

た
。
自
民
党
憲
法
草
案
に
つ

い
て
「
『
国
家
が
あ
っ
て
の

国
民
』
と
い
う
考
え
方
で
つ

く
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
如

実
に
表
れ
て
い
る
」
と
し
た

う
え
で
、「
国
民
主
権
・
基
本

　

「
自
民
党
憲
法
草
案
と
憲

法
改
正
」
と
題
し
て
、
横
路

孝
弘
衆
議
院
議
員
が
講
演
し

た
。

　

横
路
衆
議
は
「
世
論
調
査

　

８
月
26
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー

ル
ス
タ
ー
札
幌
で
連
合
北
海

道
「
第
３
回
憲
法
問
題
学
習

会
」
が
開
か
れ
、
１
２
０
人

が
参
加
し
た
。

分
の
商
品
券
）
、【
佳
作
】は
１

万
円
分
の
商
品
券
が
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
ま
す
。

　

応
募
締
め
切
り
は
、
９
月

９
日
（
金
）
必
着
で
す
。

　

携
帯
や
ス
マ
ホ
で
撮
影
し

た
写
真
、
普
段
単
組
・
総
支

部
で
発
行
し
て
い
る
機
関
紙

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
応
募
方

法
は
、
８
月
24
日
付
道
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
労
全
国
野
球
大
会
が

９
月
11
～
13
日
に
大
阪
府
で

開
か
れ
る
。
北
海
道
か
ら

は
、『
石
狩
市
職
労
』
と
『
苫

小
牧
消
防
協
』が
参
加
す
る
。

　

８
月
25
日
、
長
崎
県
立
総

合
体
育
館
で
組
み
合
わ
せ
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
石
狩
市
職

労
は
大
会
１
日
目
・
第
２
試

合
、
和
歌
山
の
那
智
勝
浦
町

職
、
苫
小
牧
消
防
協
は
１
日

目
・
第
３
試
合
、
三
重
の
志

摩
市
職
と
対
戦
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

　

道
本
部
は
試
合
結
果
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
【
単
組
・
組
合

員
専
用
ペ
ー
ジ
】
で
随
時
お

知
ら
せ
す
る
。

昨年の写真コンクール審査のようす。審査は写真家のＫＥＮ五島
さんが行い、入賞作品を厳選している＝2015年９月25日

９
月
９
日（
金
）締
め
切
り

総理大臣が憲法を守らないのは論外だと批判する横路衆議

問
題
点
を
学
習
し
よ
う

連合北海道「憲法問題学習会」

憲法は国民支配の道具でない

写真・機関紙コンクール募集しています

石狩市職労

苫小牧消防

×

×

那智勝浦町職

志摩市職

１回戦（９月11日）

全日本自治体職員等野球選手権
全国優勝大会（大阪）組み合わせ表

（北海道）

（北海道）

10：30

14：00

（和歌山県）

（三重県）


